
第４回熊本駅周辺地域まちづくり推進協議会 

会  次  第 

 

日時：平成17年3月25日（金）午後１時30分～ 

場所：ホテルニューオータニ熊本「おしどり」 

 

１ 開  会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議  事 

(1) 報告事項 

 第３回協議会の意見概要(資料1) 

(2) 協議事項 

① 都市空間デザイン (資料２) 

② 交通結節と駅前広場 (資料３、資料４) 

③ 平成16年度協議会の取りまとめ（資料５） 

④ 平成17年度の検討予定事項 (資料６) 

 

４ その他 
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【第３回協議会 分野別意見概要】 

 

分野 意見概要 

1．まちづくり  
1-1 地区計画 ＊地区毎に容積が違うが、これを検討することは出来ないか 

＊地区計画による各制限は、新たな法律を設定して法的根拠を持たせるの

か教えてほしい 
＊地区計画の区域設定はこれでいいのか。一体的な整備を行う際に不都合

が生じるのではないかと考える 
 

 

1-2 その他 ＊アメニティ軸をどのような通りとして整備していくのか、説明出来る資

料が必要 
 

2．交通  
 2-1 駅前広場 ＊駅を降りた後に、次の足の手段がすぐにわかるような交通結節のやり方

が必要 
＊長距離バスターミナルを１階、路線バスを２階といった複合的な考えは

ないのか 
＊将来乗降客数の予測数値 37000人の根拠を教えてほしい 
＊駅前は、サインの連携性もしっかり検討する必要がある 
＊南北市道を活用し、駅前広場を立体的に検討できないか（バス、タクシ

ー等を２階部分に持っていくなど） 
＊ 駅前広場の立体利用（２階建）にするのは、閉塞感があると考える 
＊一箇所の出入口で交通を処理するのは難しいと考える 
＊委員の交通広場の認識を統一する必要がある 
＊ 駅前広場を検討する際にも、高架下を意識した議論が必要 
 

 2-2 道路 ＊駅前が発展すれば車の交通も増えるので、その辺を考慮したシミュレー

ションが必要である 
＊時間当たりの車の台数、時間当たりの人口とその流れ等を数値的な情報

で教えてほしい 
＊ 各交通機関のピーク時の交通量を処理できるのか、数値で確認する必要

がある 
 
 
 

資料１ 
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2-3 歩行者 ＊ペデストリアンデッキを交通広場と逆のほう（西部ガス）のほうへも伸

ばすことは出来ないか 
＊熊本駅の開発のポイントは緑とアメニティゾーン、回廊である。そのた

めにも白川等まで歩ける回廊をしっかりと考える必要がある 
＊白川や二本木の方までペデストリアンデッキを伸ばすべき 
＊歩行者ネットワークは部分部分でなく、全体的なネットワークを考える

必要がある 
＊ペデストリアンデッキ自体が駅前の顔となるよう検討（広場の彫刻とな

るようにする） 
＊ 再開発計画と一体となったペデストリアンデッキを検討 
 

 

2-4 その他 ＊バス停と路面電車が同じ軌道敷を共有する可能性がないか検討 
＊市電の電停とバス停の統合に関して、ドイツのハイデルベルクを事例と

した検討が必要 
＊ 鉄道をわたる自由な歩行者動線がもう一つ必要であると考える 
 

4．その他 ＊人づくりという事を考えて進めていく必要がある 
＊花岡山、万日山の開発は是非考えないといけない 
＊ 情報公開をしっかりとやるべきである 
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【第３回協議会後アンケート 分野別意見概要】 

 

分野 意見概要 

1．まちづくり  
1-1 地区計画 ＊ 地区計画について、教えてほしい  

1-2 その他 ＊ 観光都市を目指し、熊本駅を中心とした都市づくりを検討ことが必要

＊ 東 A地区の市街地再開発事業については、図書館よりも大きな商業施

設を検討してほしい 

2．交通  

 2-1 駅前広場 ＊ 駅前広場のイメージは現在の駅前広場と重なり、県都の玄関口として

の抜本的な計画が見えない 

＊ 駅前広場等の植樹については、鳥のフンの対策について検討すること

＊ 駅前広場は貴重な空間であり一般駐車場で利用するのは好ましくない

＊ 公共バス利用の向上を図るため、路線バス、長距離バスのブースを一

つにまとめる 

2-2 道路 ＊ 駅前広場については、車の流れをよくするため、南 A地区の雑居店舗

一体を買収し、ここに新たな構想を検討したら、視界良好、景観良の

地区となる 

2-3 歩行者 ＊ ユニバーサルデザインの理念と「上下移動がある」という事は必ずし

も相反するものではない。 

＊ 駅利用者が目的地への手段等について悩まない交通の一元化を実現し

てほしい 

 

2-4 その他 ＊ 交通センターと共に熊本駅を起点とした交通網の整備の検討が必要 

駅から交通センターや新市街等まで歩行可能な地下街を検討したら 

3．河川・緑地 ＊ 祇園橋～田崎橋までの川辺の散策路の整備してほしい 

＊ 万日山はアクセス道路もなく、緑豊かでないと感じる事から、自然豊

かなものとするための計画が必要 

4．駅舎・高架下 ＊ 熊本駅独自の立地条件を活かして、万日山・花岡山の開発に伴うケー

ブルカー等の観光施設を設置してはどうか。 

＊ 熊本城を目玉にする熊本は、熊本駅舎の設計構想の基本に、関連する

形態のデザインを望む 

＊ 高架下がどの程度利用可能なのか、駅前の構想案を検討する段階で説

明してほしい。 

 

5．その他 ＊駅ビルの構想と誘致概念の発表がない。 
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＊市民と県・市の意見の相違が広がっているため、委員の意見の返答や、

計画の流れの経緯を分りやすく説明する必要がある 

＊JR さんとの絡みについて、答えを出していないと感じる 

＊ 二本木の遊廓の名残を文化的に再現し、熊本駅周辺を「不夜城」に 

＊ 駅周辺に、熊本のイメージが可能な目玉となるオブジェ等の設置を 

＊フェアトレードショップや障害を持った方が働く場として質のいい店

を設置 

＊住民への説明をする際には、開発イメージが伝わるように立体模型が必

要 
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ＪＲ利用者（現況）

パーソントリップ調査は、どのような人が、いつ、何の目的でどこから
どこへ、どのような交通手段で動いたかを調査したものです。

第３回熊本都市圏パーソントリップ調査は、平成９年に熊本市を中心と
する２市14町１村に居住する約87,000人を対象に実施されました。

人がある目的を持って移動することを「トリップ」といいます。１回の
移動でいくつかの利用交通手段を乗り換えても１トリップと数えます。

現況
(Ｈ９)

34,600トリップ/日 (第３回熊本都市圏パーソントリップ調査)

ＪＲ利用トリップ

将来の交通動向
単位：千トリップ/日

徒歩 自動車 バス ＪＲ
(ターミナル流出入含む)

現況
（Ｈ９）

2,161.3
404

(18.7％)
1,211.3
(56.0％)

96.1
(4.4％)

34.6
(1.6％)

主な手段
総トリップ

単位：千トリップ/日

徒歩 自動車 バス ＪＲ
(ターミナル流出入含む)

将来
（Ｈ32）

2,622.3
427.2
(16.3％)

1,563.5
(59.6％)

106.7
(4.1％)

53.5
(2.0％)

伸び
(Ｈ32/Ｈ９)

1.21 1.06 1.29 1.11 1.55

主な手段
総トリップ

・ＪＲ沿線での開発

（熊本駅周辺，武蔵ヶ丘東ニュータウン等）

・居住人口の増加→現況の1.18倍

◆人の動きが増加

◆新幹線開通などの交通環境の変化

熊本駅の将来乗降客数

Ｈ32 37,000人/日

Ｈ９ 23,900人/日

熊本駅乗降客数

※ Ｈ９.11観測

1.55倍
パーソントリップ調査

によるＪＲ利用トリップ

の伸び

【参考資料１】－将来乗降客数 
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